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遠城寺宗知先生追悼

遠城寺宗知先生

国際病理アカデミー（IAP）日本支部
第７代会長（1992年−1994年）
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・略歴

大正 15 年 11 月 24 日　福岡市にて出生
昭和 19 年 3 月　　　福岡県立中学修猷館卒業
昭和 22 年 3 月　　　福岡高等学校卒業
昭和 26 年 3 月　　　九州大学医学部卒業

・職歴

昭和 27 年 10 月 1 日　九州大学医学部助手
昭和 31 年 5 月　　　九州大学医学博士
昭和 31 年 5 月 16 日　�九州大学講師（医学部附属病院）
昭和 33 年 10 月 1 日　九州大学医学部助教授
昭和 38 年 3 月 1 日　鹿児島大学医学部教授
昭和 45 年 10 月 1 日　九州大学医学部教授
昭和 50 年 1 月 1 日　�九州大学医学部附属病院病理部長
昭和 58 年 4 月 1 日　九州大学評議員
昭和 63 年 5 月 1 日　�九州大学附属図書館医学分館長
平成 2 年 4 月 1 日　�九州大学定年退官・九州大学名誉教授
平成 2 年 5 月 31 日　�福岡県対がん協会会長（〜平成 14 年 5 月 27 日）

・主な業績

昭和 42 年 1 月 1 日　�日本癌学会評議員（〜平成 6 年 12 月 31 日）
昭和 42 年 9 月 28 日　�日本肺癌学会評議員（〜昭和 59 年 3 月 31 日）
昭和 50 年 4 月 1 日　�日本病理学会理事（〜平成 2 年 3 月）
昭和 53 年 1 月 1 日　�国際病理アカデミー日本支部理事（〜昭和 55 年 12 月 31 日）
昭和 54 年 7 月 13 日　�第 33 回胃癌研究会当番世話人
昭和 54 年 9 月 3 日　�日本癌治療学会評議員（〜平成 3 年 9 月 5 日）
昭和 55 年 2 月 23 日　�第 31 回乳癌研究会当番世話人
昭和 60 年 7 月 12 日　�第 23 回大腸癌研究会当番世話人
平成 2 年 3 月 29 日　第 79 回日本病理学会総会会長
平成 4 年 1 月 1 日　�国際病理アカデミー日本支部会長（〜平成 6 年 12 月 31 日）
平成 4 年 9 月 17 日　�日本癌治療学会功労会員（〜平成 14 年 1 月）
平成 7 年 10 月 4 日　�日本癌学会功労会員	（〜平成 15 年 12 月 31 日）

昭和 57 年 4 月 6 日　�第 71 回日本病理学会総会　宿題報告	�
「�軟部肉腫および肉腫様病変の組織形態学」

○遠城寺宗知名誉教授履歴○
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金婚式にて奥様と1996年Budapestの学会の折に立ち寄ったプラハで 
奥様と

石川栄世先生と

Enzinger博士来学　昭和56年7月病理学教室入局直後
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IAP 日本支部会長　松原　修

遠城寺先生には、国際病理アカデミー（IAP）、特に日本支
部へ多大な貢献をされ、本当にお世話になりました、会員を
代表して心より感謝と哀悼の気持を表したいと思います。
先生は 1992 − 1994 年の第 7 代 IAP 日本支部会長、1978
− 1980 年、1985 − 1987 年の理事を務められました。恒吉正
澄元理事（1998 − 2003 年）、橋本　洋前会長（2007 － 2009 年、
理事 2002 − 2003 年）、岩崎　宏会計監査（2007 −現在、理
事 2004 − 2006 年）、岩下明徳理事（2010 年から）、と現在の
IAP 日本支部の屋台骨の先生方のお師匠さんでもあります。
IAP International Congress 2000 が名古屋で開催されたこと
は我々にとって日本支部発足以来の最大の快挙でありました
が、この誘致に大変貢献されたこと、この開催のためにたく
さんの寄付をされたこと、我々が進路に迷った時には大変適
切なアドバイスを下さったことなど、日本支部は先生のご恩
を忘れることはできません。日本支部の会員の地域分布をみ
ても北海道・東北地区に少なく、関東・九州地区に多いので
すが、先生の影響かと感心しています。
今回のNews Bulletin では遠城寺宗知元会長のこれまでの
ご功績に感謝して特別の追悼号とさせていただきます。先生
への縁の深い先生方に投稿をお願いし、この発行となりまし
た。ご協力を感謝いたします。
個人的に忘れることができないのは先生ご夫妻との済州島
への旅行でした。韓国 IAP元会長のMoon Ho Yang 先生（慶
熙大学Kyung Hee 大学教授、現在は退官されています）ご
夫妻のご招待で、牛込先生、長村先生、諸星先生もご一緒で
したが、3先生はお忙しく早々帰国され、何故か私一人残り
ご一緒させていただきました。火山の漢拏山、城山日出峰な
どの観光、中でも火山岩のブツブツした荒削りの表面の「ト
ルハルバン（石のおじいさん）」石像が各所にあり、ご夫妻
が中でもでっかい石像に出会ったとき、お並びになりました。
ここぞシャッターチャンスと撮影しました。いつもチャーミ
ングな奥様の横で、先生がにっこりされたのがとても印象的
で忘れることができません。普段はとても怖い顔をしてい
らっしゃるのに微笑ましい一瞬でした。
遠城寺先生には今後とも IAP 日本支部の「トルハルバン」
として我々を見守っていただきたいと願っています。ご冥福
を心から祈ります。

牛込新一郎

IAP 日本支部を真剣に育てて頂いた先生の訃報を聞いて、
誠に残念な思いでありました。しばしば御一緒させて頂きま
した IAP関連の旅の想い出が次々と浮かびました。日本支部
の歴代会長は主に在京の方でしたが、遠方にありながら、常
に強力にサポートして頂いたので、理事会で異論なく会長に
選出された経緯があります。その際、事務局が牛込ならと御
承諾いただいたことを思いだし、先生のご意向を大切にした

覚えがあります。会長をなさった 1992 − 1994 年の以前から
も IAP国際会議には殆ど御出席下さり、シドニー、マドリッ
ド、香港、アムステルダム、ニースなど御一緒で常に奥様を
同伴されての旅でした。エクスカーションではマドリッド、
ブルッセルなどの楽しかった写真が手許に多数残っています。
先生は、また IAP 本部の Vice-President （for Asia）とし
て本部の理事会にご出席になり、討議された話題や理事など
に関して多くの情報をくださいました。毎年暮れに本部への
会費送金をすませ、2年毎の理事会に先生がご出席になると
きの日本支部の活動状況の報告書作成などを担当させて頂き
ましたことなど、良い想い出となってしまいました。
特筆すべきは 1989 年 5月チェジュー島に日韓病理首脳が集
結したときと日本側代表の 1 人として日韓病理の合同コン
ファランスをスタートさせて下さいました。2 回目のチェ
ジューはヤン教授のお招きで、また 2007 年ヤン教授退任記
念会に奥様と同伴でご参加になり、御挨拶をなさいました。
この時が先生とお話する最後の機会となりましたが、すこし
お疲れのご様子であったと記憶いたしております。
学問には常に情熱をもって厳しいご指導をされた先生では
なかったかと思いますが、私ども部外者には常に優しく接し
ていただいたという印象があります。
心から、先生のご冥福をお祈りいたしますとともに、常に
先頭にたって私どもをご指導くださり、IAP 日本支部を今日
の発展に導かれた御業績に心から感謝申し上げます。

遠城寺宗知先生と親しかった、韓国 Kyung Hee University 

College の、Moon Ho Yang 名誉教授から、奥様への追悼の

お手紙が届きましたので掲載させていただきます。

Moon Ho Yang, M.D. Emeritus Professor,
Kyung Hee University College of
Medicine, Past President of Korean Division of IAP,
and Director of Neodin Medical Institute, Seoul, Korea
Suug Im Hong （Mrs. Yang）
Ji Woong Yang （first son of Dr.Yang）

Dearest Mrs. Enjoji:

I and my family were so shocked to hear of sudden 
death of your husband Prof .  Munetomo Enjoj i , 
grandfather of my son Ji-Woong. Our thoughts have been  
with you all day as we know what your grief and sorrow 
must be.
We wish you there are something we could do or say 
to help.
You know you have our deepest sympathy and our 
love and friendship always.

Sincerely yours,
Moon Ho Yang
Sung Im Hong
Ji Woong Yang

遠城寺宗知元会長お世話になりました

故遠城寺宗知先生を偲んで
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東京大学名誉教授

河北総合病院病理部長

町並陸生

九州大学名誉教授　遠城寺宗知先生の御逝去を悼み、先生
の御指導に心より感謝申し上げます。
骨軟部腫瘍を主な研究領域として人体病理学に精進してお
ります私ども病理医にとりまして、先生は誠に偉大な病理学
者でいらっしゃいました。
先生が班長でいらっしゃいました、ヒト肉腫に関する文部
省癌特別研究斑の班員を務めさせて頂きましてからは、遠城
寺先生の御教室の一員として私も勉強させていただいている
ような気持ちで今日まで過ごしてまいりました。
先生は悪性線維性組織球腫という疾患概念を肉腫の病理診
断に積極的に取り入れられ、我が国の肉腫の病理診断を大き
く前進させることに多大な貢献をされました。日本で悪性線
維性組織球腫という診断が病理診断に定着したのは 1970 年
代の後半からであったと思います。そのお陰で、今まで横紋
筋肉腫、脂肪肉腫、平滑筋肉腫、線維肉腫などと診断されて
きた症例が見直され、横紋筋、脂肪組織、平滑筋、膠原線維
産生などへの分化のはっきりしない多形性のある肉腫を悪性
線維性組織球腫と診断することにより、肉腫の病理診断がよ
り正確なものとなったと思われます。遠城寺先生の日本病理
学会の宿題報告では、これまで病理診断として殆ど使われて
いなかった悪性線維性組織球腫が、大人の軟部肉腫の中で最
も頻度が高く、全体の 1/4 強を占めるとのことでしたので、
当時の私どもは大きなショックを受けました。しかし、悪性
線維性組織球腫は、その病理診断基準には特異的なものが一
つもなく、名前とは異なり組織球腫ではなく、多形性が目立
つ分化傾向のはっきりしない肉腫であり、捉え処のない不思
議な腫瘍であると言わざるを得ません。始めは私は悪性線維
性組織球腫という診断名を出来るだけ使いたくないと思いな
がら、肉腫の病理診断をしてまいりましたが、最近は若い方々
が悪性線維性組織球腫という診断名を使いたがらないのに、
何時の間にか私の方が悪性線維性組織球腫という診断を使い
たがっていることに気づき、時代の移り変わりを感じます。
先生の御高弟の方々から、今日、親しくご厚誼を賜ること
が出来ますことは私にとりまして誠に大きな喜びでございま
す。これは先生の御遺徳の賜物と心から感謝申し上げます。
末筆ながら、遠城寺宗知先生のご冥福を心からお祈り申し
上げます。

防衛医大名誉教授　鈴木　実

私は遠城寺先生に、国際病理アカデミー（IAP）を通じて
一方ならぬお世話になり、また可愛がっていただいた病理医
の一人です。しかし、私が遠城寺先生と特に親しくさせてい
ただいたきっかけは IAP ではなかった。約 20 年前、現防衛
医大准教授岩屋啓一君のご両親宅を訪問（私は岩屋夫妻の媒

酌人でした）した時、そこでばったりお会いしたのです。先
生には IAPで日頃お世話になっていましたから、その時に初
対面ではありませんでしたが何故そこに遠城寺先生がいらし
たかと言うと、岩屋君のお父上（岩屋崇氏）と遠城寺先生と
は（旧制）福岡高等学校時代の寮で同室の親友だったのです。
その頃から私は先生の生い立ちにも興味をもち、プライベー
トなお話も聞かせていただく様になり、次第に親密感が増し
ていきました。先生とご家族はドップリと九州でお暮らしで、
また福岡の生え抜きであることがわかりました。（旧制）県
立修猷館中学校のOBとして先生は、中野正剛（昭和の熱血
政治家）、広田弘毅（戦前の外務・総理大臣、A級戦犯者と
して処刑される）ら大先輩をたいへん尊敬されていた。戦後
の日本がまだ虚脱状態であった頃、先生は焼け野原の東京旧
市内に妹さんを連れて当時の女学校入学の世話もなさったと
の話も伺った。
組織病理学の領域で卓越した業績を残されたことは申すま
でもない。私は先生より組織病理のことで直接手ほどきをい
ただいた記憶はないが、石川（栄世）先生と一緒にいらっしゃ
る時「わしらは日本のAckerman だね」など軽口をたたいて
いらしたのを憶えている。外科病理がへっぽこな私はある日
突然、「先生、malignant fibrous histiocytoma は悪性なんで
すか」と質問すると先生は、「え～、君…」と唖然としてお
られた。一方、遠城寺先生の有名なご趣味の一つが鐡道であ
る。鐡道と言っても特に驛がお好きで、日本全国を各駅停車
の列車に乗って驛舎の写真を撮りまくり、それら多くの写真
を整理・編集して出版されていた。ある日私は見かねて、「先
生、そんなに驛の写真ばかり集めて一体何が面白いんです
か。」と言ってしまった。その時先生は顔を真っ赤にして、「君、
そんなこと言ったって…」とあとは絶句、そこで私はそれ以
上言うのを止めた。
日本国内でも外国旅行（主に IAP関連学会）の時も、先生
ご夫妻と私ら夫婦がご一緒させていただく機会が度々あり楽
しかったことが忘れられません。
ご冥福を祈っています。

九州大学名誉教授

医学研究院・形態機能病理学・前教授

福岡山王病院　病理部長・検査部長

恒吉正澄

昭和 45 年秋、私は九大医学部最終学年の CPC臨床と病理
の会で、明解な病理の解説に鮮烈な印象を受けた。それは鹿
児島大学から九州大学に赴任されたばかりの遠城寺教授との
私の最初の出会いであった。昭和 46 年春、将来、父の診療
所を継ぐため内科医をめざしていた私は、短期間基礎医学の
経験をしようと、病理の大学院を受験した。面接で予備知識
のないまま、腫瘍病理学が専門の先生に全く畑違いの「腎臓
と高血圧」という研究希望を申し述べた気恥かしい思い出が
ある。大学院 4年の秋、先生と大分の国立別府病院に研究材
料の収集に行き、その帰りの列車の中で、「大学院修了後は

遠城寺宗知先生の御逝去を悼み

遠城寺宗知先生を偲ぶ

遠城寺宗知先生の思い出
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どうするのか？」と聞かれた時、「このまま病理を続けたい
と思います。」とお答えしたら先生がにっこりされたことが
昨日のことのように思い出される。当初の予定を変え、病理
の道を歩んだのは、病理学の面白さが判りかけた頃でもあり、
先生の研究に対する厳しさと広い度量に惹かれたためであっ
た。病理学教室では教育と研究に加え、病理組織診断などの
日常業務があるが、先生は診断病理学に対する強い思いを持
たれ、退官されるまでの 20 年間、大部分の症例を自ら最終
診断された。このことは全国の病理学教室でも類まれなこと
である。この日常の病理組織診断を研究体系に結び付けられ、
その確立に邁進された。昭和 60 年、私の米国留学中、ニュー
ヨークで世界の診断病理学の重鎮であるAckerman 教授から
「Professor Enjoji は信頼できる優れた診断病理学者である」
と賞讃の言葉をお聞きしたのは、記憶に新しい。昭和 62 年、
ウイーンの国際病理学会（IAP）で、先生が軟部腫瘍の第一
人者である米国の Enzinger 博士と共に担当された軟部腫瘍
のスライドセミナーは高い評判を得た。また、先生は柔軟な
発想の持ち主で、アイデアに富んでおられた。平成元年、福
岡での骨軟部学術集会で、通常の講演に代えてスライドセミ
ナーという斬新な企画をされ、骨腫瘍の第一者である米国の
Dorfman 教授が担当されたセミナーは大好評であった。研究
に対する厳しさの一方では、先生は門下生との触れ合いを楽
しみにされていた。教室のテニス大会は真夏の年中行事であ
り、夜の御自宅での奥様の手料理による party ではその夏最
高のビールの味を楽しんだ。また、先生が病理学の道を全う
されたのは、一重に聡明な奥様のお力添えがあればこそで奥
様に深く感謝申し上げたい。私の教授在任 19 年間に優れた
人材を多数輩出でき、先生から引き継いだ診断病理学の領域
で各臓器に渉り世界でも有数の研究業績を挙げ、教室を大き
く発展させることができたのは先生の厳しいご指導のお陰で
ある。先生のご冥福を心からお祈りする。

福岡大学医学部総合医学研究センター病理学　教授

岩崎　宏

遠城寺先生は昭和二十六年に九州大学医学部をご卒業後、
故今井環教授の病理学教室に入門され、胃癌を中心とする消
化器癌の研究に取り組み、優れた研究成果をあげられました。
昭和三十八年に鹿児島大学教授に就任され、七年半におよぶ
鹿児島での研究・教育活動の後、昭和四十五年に九州大学医
学部に戻られました。そして平成二年まで、二十年の長きに
亘って病理学第二講座を主宰されました。さらに九大を退官
後は平成 9年 3 月まで福岡大学病院病理部に客員教授として
勤務され、多数の病理医の指導に当たられました。
遠城寺先生のご研究はきわめて多岐にわたり、人体病理学
のあらゆる方面におよびますが、特に軟部腫瘍と消化器疾患
の研究を車の両輪とされました。軟部腫瘍は上皮性腫瘍と異
なり、症例が少なく、診断が難しいこともあって、まとまっ
た研究がほとんどなされていませんでしたが、遠城寺先生は
この未開の分野に敢然と切り込まれ、次々に優れた研究成果

をあげられました。しかし、その陰には先生の並々ならぬ努
力があったことを忘れるわけには行きません。九大に戻られ
て、最初の頃は症例のデータベースが全くありませんでした
ので、我々弟子を引き連れて、多くの関連病院の病理部に出
向いて症例を蒐集されました。その際には倉庫の奥深く保存
されている病理診断書を運び出して、一枚ずつ頁を繰り、軟
部腫瘍の症例を探し出してリストアップした後、それらの腫
瘍のプレパラートを自ら顕微鏡で観察し、診断を確定されて
いました。このように地道で根気のいる作業を毎週のように
行い、土曜も日曜もほとんど休まないという状態でした。そ
して、数年後には多数例の軟部腫瘍のデータベースを構築す
ることができ、悪性線維性組織球腫をはじめとする、種々の
肉腫の臨床病理学的分析が可能となりました。
その研究の集大成として、昭和五十七年第七十一回日本病
理学会総会において「軟部肉腫および肉腫様病変の組織形態
学」というタイトルで宿題報告を行われ、このことにより、
先生は我が国における軟部腫瘍研究のパイオニアとして、病
理学の歴史に輝かしい業績を残されました。先生のご研究は
国際的にもきわめて高い評価をうけ、当時、軟部腫瘍研究の
最高権威者であった米国のDr. Enzinger をして、｢遠城寺教
授の九州大学病理学は軟部腫瘍研究の世界的センターであり、
そしてまた福岡は研究の epicenter（震源地）でもある｣ と
言わしめたほどでした。すなわち福岡が震源地となって、遠
城寺先生が主導された研究が世界中の病理学者に大きな影響
を及ぼしたと言うことです。
先生は学会活動においても多大な貢献をされ、第 79 回日本
病理学会総会会長、国際病理学アカデミー （IAP）日本支部
会長、福岡県対がん協会会長など多方面の学会や学術団体に
おいて、枢要な役職を歴任されました。その傍ら、地道な活
動として、九州スライドコンファレンスを恩師の今井環先生
とともに立ち上げられ、これによって九州地区における病理
診断学のレベルが飛躍的に向上しました。
遠城寺先生はアカデミックな学術論文を多数発表して、業
績を上げるだけではなく、臨床医学における病理診断の精度
を向上させることを非常に重視されていました。ドイツでは
一芸に秀でたプロッフェショナルな達人をマイスターと呼ん
で尊敬しますが、先生はマイスターと言う名称がお好きで、
病理診断にも同じような精神が通じると仰っていました。先
生の哲学として、患者さんと臨床医の役に立つ正確な病理診
断を下すことが非常に重要と考え、その道を究めるために日
夜精進されていましたが、私は遠城寺先生こそ病理診断の真
の達人、最高のマイスターであったと思います。
しかし先生は決して堅苦しいばかりの学者ではなく、人情
味あふれるご性格でした。病理学教室の忘年会の余興では、
赤城の子守歌の国定忠治や、忠臣蔵の大石内蔵助を熱演され、
大いに喝采を浴びたのも、懐かしい思い出です。ご退官後は
奥様と二人で各地の JRの駅を巡られ、その経験を基にして、
駅に関する蘊蓄のある随筆集 ｢駅の情景｣、｢駅の点描｣ およ
び ｢駅の表情｣ を出版されましたが、これらは鉄道愛好家の
みならず、新聞の書評でも高い評価を受けました。
先生は生来、非常に頑健な方でしたが、昨年春に尿管腫瘍
を発見され、九大泌尿器科で手厚い治療を受けられました。

遠城寺宗知先生を偲んで
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その後の経過は順調で、お会いするたびに、この分ならあと
十年は大丈夫と安心しきっておりましたが、本年三月頃から
体調を崩され、思いがけない結果となり、残念でなりません。
しかしながら先生の残された業績は、多くの門下生に受け継
がれ、立派な華を咲かせております。遠城寺先生、どうぞ心
安らかにお眠り下さい。

合掌
平成二十二年六月二十六日

IAP 日本支部前会長

産業医科大学医学部第１病理学

橋本　洋

平成 22 年 6 月 21 日の午後、遠城寺先生御逝去の報を受け
悲しみに打ちのめされた。昭和 50 年に外科系大学院生とし
て先生の教室に入局したが、先生のお人柄を慕い病理学を専
攻することを決意して爾来 35 年、不肖の弟子として学問に
関してだけでなく様々のことを先生から教わった。厳しく指
導される時も常に相手の立場で考えられていることに気付き、
その暖かさ、優しさに感激しないものはなかった。
先生の御研究は、先生の恩師の故今井環教授のもとで始め
られた胃癌の研究をはじめとして広範に亘る人体主要臓器の
臨床病理（外科病理）であり、とくに軟部腫瘍と消化器病変
に力を入れられた。幸いにも私は先生が九州大学在職後半で
最も力を注がれた軟部腫瘍の研究に従事できて幸運であった。
几帳面な御性格で、土曜日の午後など資料室でゴム印を片手
にお一人で症例台帳の整理をされていたお姿を拝見した。先
生のこのような真摯な研究態度が教室員へ浸透して九州大学
第二病理での臨床病理は発展していった。
先生の御業績は多岐に亘り枚挙のいとまがないが、生検 ･
手術材料の病理診断において日本で最も実力を持たれていた
先生にふさわしいお仕事として心に残るのは、1986 年 9 月に
ウィーンで開催された第 16 回国際病理アカデミー（IAP）の
国際会議で米国の故 Enzinger 博士（2007 年 10 月に御逝去）
とともに軟部腫瘍スライドセミナーを担当され高い評価を得
られたことやWHOの軟部腫瘍ならびに胆嚢 ･肝外胆管腫瘍
組織型分類改訂の委員になられたことである。思えば今や軟
部腫瘍領域における日米の巨星を失ってしまった。
先生の記憶力の凄さにはしばしば驚かされた。腫瘍の再発
がみられた患者さんの名前を挙げると即座に、この人は何歳
でどの部位にできたどんな種類の腫瘍であったという御返事
を聞くことがしばしばであった。私が驚くと「年齢、発生部
位と腫瘍の種類を覚える位に真剣に標本をみないと立派な研
究はできない」とたしなめられたが、これぞ外科病理学者で
あると感服した。研究以外でも鉄道の駅名を含めた地理につ
いて、あるいは学生時代御自分でも活躍された野球のいろん
な記録のことなど、ある程度自信のある教室員がその知識を
もって先生の記憶力に挑戦することがあったが、先生を凌駕
できるものは一人としていなかった。鉄道に関しては、御退
官後奥様とお二人で楽しまれた駅巡りの写真と資料を整理さ

れてまとめられた 4冊の随筆集（｢駅の点描｣、「駅の情景」、
｢駅の表情｣〔上〕と ｢駅の表情｣〔下〕）を拝見すると、少年
時代からいかに鉄道をお好きであったかを想像できる。
遠城寺先生は言葉遣いを大切にされた方で、私の論文は先
生の添削のおかげで拙い英語が見事に改められ、最終的に目
を通していただいていたイギリス系カナダ人の小原マリ子先
生も ｢遠城寺先生がみられた英文であればこのまま投稿して
もいいですよ｣ と彼女の信頼も絶大であった。なぜそのよう
に英語が堪能でいらっしゃるのか一度伺ったところ、やはり
すばらしい英語を書かれていた故今井教授を思い出され、｢
今井先生は、君らとは努力の仕方が違うとよく言われていた
よ｣ とだけお答えになり微笑まれたのが印象的であった。
先生の IAP 日本支部への御貢献は大きく、1992 年から
1994 年の 3年間を日本支部会長として御活躍いただいた。欧
米各国のみならず、韓国や中国などのアジア諸国との国際交
流を大事にされていたお姿を思い出す。2000 年に開催された
名古屋での第 23 回 IAP 国際会議では、その誘致に大いに努
められ、開催にあたって IAP日本支部に多額の寄付をされた
と伺っている。｢IAP 日本支部で活動できたことによって、
世界中に多数の友人ができたことを感謝している｣ と一度な
らず伺った。
先生との思い出は尽きず、先生を失った悲しみは日々募っ
てくる。先生を支えられ、先生と御一緒に私どもの家族にま
でも暖かくお心遣いいただいた奥様にはこれまでの御苦労に
対して衷心よりお礼とお悔やみを申し上げます。先生、どう
ぞ心安らかにお休み下さい。お別れ申し上げます。

九州大学形態機能病理学教室　教授　小田義直

日本病理学会名誉会員、九州大学名誉教授、遠城寺宗知先
生は平成 22 年 6 月 21 日、脳腫瘍のためご逝去されました。
享年 83 才でした。ここに御生前の御功徳を偲び、九州大学
形態機能病理学教室を代表し謹んで哀悼の意を表します。
遠城寺宗知先生は 1970 年に当時の九州大学医学部第二病理
の第 4代教授に就任されました。
先生は日本で外科病理学の研究を始められたパイオニアの
お一人で、当初はそんなものが果たして学問として定着する
のか疑問に思われていた時代もあったと聞き及んでおります。
現在では先生の薫陶を受けられた全国の外科病理学者によっ
て外科病理あるいは診断病理の研究がいっせいに花開き、大
学の病理学教室のなかでも診断病理学という名称を標榜して
いる講座が出始めているのを見るに付け先生の先見の銘と、
外科病理学の発展のために御尽力されたお姿に感銘を受けま
す。外科病理の中でも特に軟部腫瘍の研究に精力的に取り組
まれ、その集大成は 1982 年の第 71 回日本病理学会総会での
宿題報告「軟部肉腫および肉腫様病変の組織形態学」として
発表され、日本での軟部腫瘍研究の第一人者としての地位を
確立されました。石川栄世先生との共著である軟部腫瘍アト
ラスは日本における軟部腫瘍診断のバイブルとなりました。
軟部腫瘍のみにとどまらず、各種臓器の外科病理に精通し石

恩師　遠城寺宗知先生とのお別れ

遠城寺宗知先生のご逝去を悼んで
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川栄世先生、牛島宥先生と編集、執筆にあたられた”外科病
理学”の教科書は版を重ねて、全国の病理医の必携の書となっ
ています。また先生の病理診断への情熱は並々ならぬもので
あり、在任中は大学病院をはじめとした病理診断の殆どを先
生自らサインアウトされました。教授在任中には多数の大学
院生と門下生の研究の指導にも心血を注がれ、このなかから
学内外の病理学教室の教授もちろんのこと臨床診療科の教授
も多数輩出してこられました。
先生は私が大学院に入学して 1年後に御退職になり、当時
の私にとっては偉大な教授でありまさに雲の上の人でした。
ある時、珍しい骨原発神経鞘腫症例の病理診断を持っていく
と、文献的にどの程度報告されているのかお尋ねになりまし
た。私が文献は調べずに診断した旨を述べると、文献的考察
に基づかない直感的な診断、研究は意味がないことを説かれ、
学問に対する厳しい姿勢を示していただきました。また、私
のドイツ留学中に九州大学病理学教室から来たことをドイツ
人の病理学者に伝えると、あの Professor Enjoji の教室から
来たのかと念をおされ、先生が国際的にも高名な病理学者で
あることが改めて認識されるとともに私自身も非常に誇りに
思いました。退職されてからは学会などの折に、むしろお気
軽にお声をかけてくださり影に日向に教室のことを気にかけ
て下さり、応援していただきました。私は先生から学問的に
直接指導を受ける機会は少なかったのですが、先生の愛弟子
の方々から厳しい指導を受けており、不肖の孫弟子と思って
おります。
停年退官後は福岡県対がん協会会長を務めながら御自身に
とってライフワークでもある病理診断を市中病院で続けられ
ました。平成 4年には IAP日本支部会長に就任され、各国の
IAP学会の折にしばしば奥様を同伴され奥様孝行をされるお
姿にお優しい一面を垣間見ました。また少年時代からの趣味
である鉄道研究の一環として全国の駅巡りにも精力的に取り
組まれ、全国の駅の 90%近くを訪れたと聞き及んでいます。
各駅の特徴を詳細に観察され、その記録は外科病理の研究に
通じるところもあり、この成果は”駅の点描”、”駅の情景”、”
駅の表情（上）”、”駅の表情（下）”という 4冊の本となり出
版されました。
先生は病理学の教育、研究、病理診断を通して九州大学医
学部の発展に寄与し、日本病理学会の重鎮として卓越した多
数の業績を挙げ、わが国ならびに世界の外科病理学の研究進
展に多大の貢献をされました。ここに謹んでご遺徳を讃え、
御冥福をお祈りいたします。

「お知らせ」
ⅰ）�2010 年 IAP 日本支部理事選挙について、ご案内および

投票用紙（葉書）を同封いたしました。会員の皆様には
投票をお願いいたします。（11 月 18 日（水）必着とさせ
ていただきます）

ⅱ）�第 49 回 IAP 日本支部総会開催のご案内	 �
日時：2010 年 11 月 27 日（土）12 時− 13 時	 �
場所：北九州国際会議場・1階メインホール	 �
＊同封の葉書にて 11 月 18 日（水）迄にご返送願います。

ⅲ）�USCAP雑誌「Modern Pathology」、「Laboratory Investigation」
の購読申込みの方法が変わります。IAP ホームページ上
からの申し込みになります。受付開始日等詳細は決まり
次第、メール、ホームページにてご案内いたします。購
読料は昨年同様 1冊につき年間 11,000 円です。

ⅳ）�2010年 11月 27日（土）に開催されます IAP教育セミナー
について、教育シンポジウムは従来通り、当日受付とな
ります。なお、スライドセミナーは、既にホームページ
上での申し込みとなっておりますが、人数に余裕のある
コースは当日受付も致します。是非ご参加ください。

「会員の皆様へお願い」
・�2010 年度会費について、未だ納入されていない方は、なる
べくお早めにお納めくださいますようよろしくお願いいた
します。
・�メールアドレスの登録について、未登録の方は至急ご登録
ください。また、所属先等、登録内容に変更が生じた場合
は速やかにご連絡いただけますようよろしくお願いいたし
ます。（IAP日本支部事務局 : jdiap@med.yamanashi.ac.jp）

rqrqrqrqrqrqrq

あとがき
本年の 6月、遠城寺先生ご逝去の知らせを松原会長から受け
ました。その後、会長から Bulletin に遠城寺先生追悼号の企
画が出され、夏の理事指名委員会のおりにその話がさらに具
体的になりました。突然の企画に事務局としては戸惑いつつ
も、出来るだけ早く「追悼号」を発行できるように努力して
まいりましたが、お陰さまで、何とか年内に発行できてほっ
としている次第です。
資料やご寄稿された方々からの追悼文を読みますと、遠城寺
先生がいかに多くの方から慕われ、愛されていたかがわかり
ます。岩崎　宏先生の弔辞や追悼文にありますように「病理
診断の真の達人、最高のマイスター」として、今後も我々の
記憶にいつまでも残っていくことでしょう。どうぞ安らかに
お眠り下さい。

〒 409-3898　山梨県中央市下河東 1110
山梨大学医学部人体病理学講座
常任幹事　加藤良平
事 務 局　近藤哲夫／河野嘉代子
Tel：055-273-9529 ／ Fax： 055-273-9534
E-mail：jdiap@med.yamanashi.ac.jp

事務局より


